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ルカリ性水溶液や熱の影響を受けやすいなど不安定であ

るため 花の鑑賞時期が済むと花チ)は庵棄され 染十1と

廃責されるイビ弁の活用方法の つとして 花かの色素を
用いる結の有効なス色方法を見出すことを目的とし検討

材料と方法

販品 (田中直来料い の樹皮をサンブルミル (協立理「

のふるいにかけた。行られた粉末を 20倍量の蒸留水中
に入れ 還流下のもと加熱し 1時 間抽出した.その後

結乾供機 (CRYFLA tt H)」 )で 茨結屹燎して得た粉
末を実験に用いた.試験布としては

'尾
フィルター製染

,水で 1分に水洸いし 自然乾長させ実験に用いた.



量の 8倍量のス留水を加え _・ 気に触れないようにラッ

プでふたをし,常温 (約 23～ 28・C)で 1～ 9日 間浸漬
した。このように浸漬した lFを それぞ′■煮鴻後 ボリエ
ステル布でろ過し,冷蔵庫 (8。C)で保管した
2 酸性溶液による色素の抽出
産性溶液として 酢餃J(溶液 (pH 27)ク エン酸水
溶液 (PH 21)お よび塩酸 (PH 08)を 使用した。すべ

て 35%水溶液として実験に用いた。花弁の章量の 20
倍量の磁性溶液に常温で 24叶 |● 浸漬した。その後 ポ
リエステル布でろ過し,冷蔵庫で保管した.
3 色素の分離 同定
色素の分離および11定 は ベーバークロマ トグラ
フィー法 (ll孝 :編,99)によってイ子った。すなわち
イビ弁を 11の 方法で揃出して得た液を 濾紙 鰊 洋濾紙

の上層を展|.1剤 に用いて展開し 溶質の移動率 Rf値 を
測定した。

訳険布を次の■通りの方法でit処理した.

1 タンニン酸処理 (小林  内 1998)
試験 4iを  タンニン醸 05・ ●水溶液中に入れ 浴比 1:
50 60° C～ 70・C う0分力中 処理後 蒸H水にさっとく

2 タンニン酸処理後さらに吐酒石処理 (小林 山内
1998)

に‖上酒石水溶液 (05%.2%)に 浸漬し 常温で 20分 |_t

アニオンrヒ●llに はサンドスベースS リキッド (サ ン
ド社)を 用いた。アニオン化育120・ ●水i容液を用い 浴
比 l i30 70° Cで 30分 問試 Iヽを 浸潰 した。その後

25・ ●炭腱カリウム¬く溶液を試 llの 24倍 量罰え 温度を
8oで に「 げさらに 30分処理した.処 理後,4‰ 酢酸水

染浴 pHの影響

68に調整 /71tt r20,常 湿で 24時間絹布を染0した。
pHの調平は hヽlpocicの 01M― 経衝溶液を用いた。

発酵によるこ素の揃山および磁性溶液で抽出して4た

染液と 発酵揃出液を pl1 2に 調整した染液を用い 浴

市をそれぞれ染こした.

抽出液の放置時間の影響

1又スペクトルを紫外●f視分■ )ヒ度訂で測定した。

に保管した。4ケ 月保管したイとびらを発酵による方法お

よび 35%塩 酸水港液 (PH 08)を 用いて酸 ■溶ltに よ

温で 24時間絹4iを 人色した。

キハグによる染色

料濃度 〕ん。、180・ Cで 1時間染色した。

耐光堅ろう度と洗濯堅ろう度をll定 した。比較のため

1 耐光堅ろう度の測定
耐光堅ろう度の漁1定は,カーボンアークll光法 (Л S

試料をブルースケール Aと共に密閉式●珠 外線オー

トフェー ドメーター (スガ試験機株式会 Fltt FALス U

型)を用い 紫外線を 10叶 1服射した。その後 グレー
スケールで試験前後の試 llの 変色を1判定した。

2 洗濯堅ろう度の測定 (欠古F 林 1,94)

て行った。洗剤は 中性洗剤 (イビ■株式会社製 エマー

多・t源分光洵色計 (ス ガ試験機株式会社製 MCS IS‐

2DH)を 用い 反射率をlpl定 した。
得られた分光データをもとにOS値を求めた.KIS値

`ま

(1)式から求めた。

R,I波 長 ,に おける染色布の反均1率 月00 r,:波 島 に

おける未染し布の反

'す

率川00r最大吸1文波長 (S16 nrn)
4 クロマチイネスク指数 〈色質指数)
多光源分光測色Fを用い o・ b^値を求めた.

結果 と考察

1 色素の吸収スベク トル曲線
花弁を 1～ ,日 |・3蒸留 4く に浸漬じ.1吸 収スペクトル山

線を沖定 したところ 1日 間浸潰した抽 液は可視 .fの
吸収のピークは吸光度が IIく ,色素が 1分に加出されて

いなかつた.2～ ,H問浸漬した抽出液の吸収スペクト

液の λ naxに おける吸光度はほぼ同じであったので

発酵による色素の抽 ‖は 3日 H●|で平衡に達,る と考えら

腋を用いて来色したとき最大値に達したので 木実験で



子さ酵抽出液と酸性抽出液の可視 紫夕ヽ吸収スペクトル

発V抽出液 (抽 1時間 7日 ),)吸収スペクトルには紫

吸1又スペク トルには 紫外部の 233m,27,m.lr視

腋と酸I抽 l llの 吸収スペクトルのピークは,ほぼ同じ

吸)t度は 発酵抽J液のそれよつ高く 鮮明な赤色を示
し 発酵前出液は紫味がかった赤色を示した。以上のよ

響と考えられるので 発酵揃出液を各種 ,Hに 調整し

,Hl～ 4では吸収ピークの位置には変イヒがなく カチ

は吸光度は低 くなった。p116～ 7で は 1災 1文のピーク

が長波長 Itヘ シフトし 普紫色を示した。アルカリ性に

それぞれ 酢酸‖ 出液 pH 27 クエ ン餃抽 1液 :

が抽出液の色に影響を与え 発酵卿 液は柴1末かかった

よリ ポピーの花びらの色素を展開した。その l.果 ,ス

より,ポ ピーに
'ま

れている色素はマルビジンとデル

発酵抽‖液および腋■溶液による抽1液を 2ケ 月冷蔵
庫で放置したあと 吸収スペクトルを沖1定 した。得られ

した。2ク 月の放置によって吸収スペクトルのビーク

酢腋抽J液ではni 35% クェン酸抽出液では約 19%に
低下し 色来の変化が見られた。口f祝部でのピークの位
讀は変rヒがないので 染色物の色

“

への大きな影響はな

いと考えられる。以上の結果から 発酵抽出lltは冷蔵庫

能である。

味が強くなり |1酸 性では青紫味が増した.P117以 :

での色味をfl用 チる場合は 発酵側 により仙

“

じ 強

Wavelength【 nm]
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色調は全体||に 紫lll向 となつた。冷茨 i只イ′は染着量の減

図 6に 前処理が絹の染し物の色調に与える影響を示し

りの色が得られ タンニン酸処理I・ さらに吐酒石処理し

石溶液の PIIは それぞれ p114,5,pH 450で その差は小

さいの こ色和の変化が ,日 の影響のためとは考えらオlな

は タンニン酸ll理 によリ アニオン生のホ席が導入き
れ 色素と 日ヽ,作用するからと考えられる.ま た タン
ニン酸処理後さらに十酒石・ l理することで,紫よりの色
が得られるのは アントシアンは pI1 4以 卜の

"域
で安

定な針体を‖′成→る (小林 口|●  19,8)ので 1[洒 石

アニオン化処理では 鮮やかな赤が得られた。これは
採取した時の花の色に一番近い色訓であった 染液 iよ赤
紫こだか,アニオン化処理後染色した染色物は 赤色を
示し アニオン化処理によって 試験市の東質中にスル

ホン酸
=を
導入させることが 有効であることかわか っ

内で安定化し,色素カチオンと強腋性基かイオンi.命 を
形 |ヽ したためと考えられる。

S値もほぼ同じ値を示し 酸の影響は少ないと考えられ
る。すなわち アニオンイヒ処I甲を行なうことにより 酸
を■わずに

“

|やかな赤色を得ることができた。

に示した。耐・ E堅ろう度 ltた く堅ろう度とも,前処理

r中したもののみ耐光堅ろう度は 1か ら2に  洸たく堅ろ
う度の変退こは 1か ら4ま たは4-5へ と著しく向 :じ

響はなかった。なお 洸たくに堅ろう度試験では アル



―

          
… …

―

一 一

,―

―

              ′

…

,ヽ

一

~               ~~■
「

~~~~,F~ 

―

―

         ,一

一
4/    97   083~~~燕

「

~

中性洸

“

を用いて洗たく堅ろう度をlEl定 したところ 洸

表 2に堅ろう度試験 lt後 の染色物の OS値 とその前
後比を示した.肯i処理なしに比べると タンニン餃処理
によりは耐光堅ろう度がわずかに向上したが 沈たく堅

が大幅に改善された。キハダの染色では アニオン化処

はみられず効果はなかった。したがって,アニオン化処
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